
広葉樹林化を加速させるための
播種技術の開発
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国立研究開発法人森林研究・整備機構

森林総合研究所

人工林を主伐後、
跡地を広葉樹林化
したい。 人工林を強度間伐して

針広混交林にしたい。

【背景】育成複層林推進、分収林跡地対策、花粉対策、経済的に成り立たない人工林において広葉樹林化が期待される。

下層植生との競合、母樹や前生樹の不在、獣害や誤伐の発生など、天然更新は不確実性が高い。更新補助技術が必要。

【目 的】竹筒播種の実生の生残と成長を測定し、有効性を評価する

竹筒播種

母樹不在の林地に竹筒を挿して、中にドングリ（堅果類）を播種する。
竹筒がネズミによる堅果の食害を防ぎ、実生の定着率を高めるという。

（成功例: 中垣ら1985, 小山ら2004,新原2016, 失敗例: 長崎営林署1986, 金森ら2003）
→ 事例不足。定着後の成長も不明、技術的に完成していない。

そこで

【調査地】研究所内の苗畑および温室
【方 法】2018年秋、コナラ１母樹から堅果収集

2019年5月 苗畑で3種類の播種、温室でｺﾝﾃﾅ苗を育苗
2020年4月 ｺﾝﾃﾅ苗を苗畑に植栽
2020年4月 根系を掘り取り、主根の深さを測定
2019～22年 生死、死亡要因、樹高を追跡調査

竹稈の
伐採

発
根
堅
果

【結果と考察】
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図-2. 当年生実生の生存割合
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図-3. 当年生実生の死亡原因
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図-4. 当年生実生の主根の深さ
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(Tukey, p < 0.05)

竹筒播種の
生存率が
高い！

竹筒がネズミ
の食害を
防いでいた

主根が深くまで
伸びる！

→乾燥に強い
と考えられる

播種の樹高成長が良好。
竹筒播種は当年生時の成長に優れる。

竹筒播種という更新補助技術の有効性
がコナラの生存と成長の両面で確かめ
られた。竹筒のシールド効果は誤伐防
止にも有効と考えられた。

撮影された堅果を
食害するネズミ

シカの生息域では
樹高20cm以上の地上
部の食害が予測され
る。防鹿柵＋竹筒播
種、あるいは単木保
護資材の中への播種
について、実証試験
を進めてゆく。

バーは標準偏差

図-1. 播種・植栽試験の設定
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図-5. 3年生までの樹高成長
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	9.230922公開講演会ポスター（育種センター）MO_MK2
	スライド番号 1

	10.私たちのくらしと水源の森林づくり_050922（印刷用） (1)
	スライド番号 1

	11.【機2(機構限り)】R5総研公開講演会発表ポスター（保険Ｃ）
	スライド番号 1




